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(57)【要約】
本発明は、少なくとも２つのノードを含む第１のノード
セットの中の第１のノードにより実装される送信方法で
あって、第１のセットの少なくとも一つの第２のノード
のための、少なくとも一つの第２のノードセットに割り
当てられた少なくとも一つのタイムスロット（４１０）
の間の送出の禁止を表すクワイエット情報の少なくとも
一つの項目を送信するステップを含む送信方法に関する
。本発明はまた対応する受信方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つのノード（１１、１１１、１１２、１１３）を含む第１のノードセット
（１００１）の第１のノード（１１）によって実装される送信方法であって、
　前記第１のセットの少なくとも一つの第２のノード（１１１、１１２、１１３）のため
の、少なくとも一つの第２のノードセット（１００２、１００３）に割り当てられた少な
くとも一つのタイムスロット（４２、４３）の間の送出の禁止（４１０）を表すクワイエ
ット情報の少なくとも一つの項目の送信するステップ（８１）を含み、クワイエット情報
の前記少なくとも一つの項目はビーコンフレーム（５）の少なくとも一つのクワイエット
エレメント（５６）に含まれる、方法。
【請求項２】
　前記第１のセット及び前記少なくとも一つの第２のセットは、同一のチャネルアクセス
方法を用いる、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記チャネルアクセス方法は、キャリア検出によるチャネルアクセス方法である、請求
項２記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも一つのタイムスロットの割り当てを表す情報の項目の受信ステップ（９
１）を含む、請求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　一時的な同期を表す情報の項目の受信ステップ（９２）を含む、請求項１から４のいず
れかに記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のノード（１１）はアクセスポイントであり、前記少なくとも一つの第２のノ
ード（１１１、１１２、１１３）は前記アクセスポイントにアソシエートされ、前記少な
くとも一つの第２のセット（１００２、１００３）はーアクセスポイント（１２、１３）
を含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記第１及び第２のセット（１００１、１００２、１００３）は無線ローカルネットワ
ークタイプの同一のネットワークに属する、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記第１及び第２のセット（１００１、１００２、１００３）は同一の電源ラインタイ
プのネットワークに属する、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも２つのノード（１１、１１１、１１２、１１３）を含む第１のノードセット
（１００１）の少なくとも一つの第２のノード（１１１、１１２、１１３）により実行さ
れる受信方法であって、
　少なくとも一つの第２のノードセット（１００２、１００３）に割り当てられた少なく
とも一つのタイムスロット（４２、４３）の間の送出の禁止（４１０）を表すクワイエッ
ト情報の少なくとも一つの項目を受信するステップ（１０１）を含み、前記クワイエット
情報は前記第１のセット（１００１）の第１のノード（１１）から受信され、クワイエッ
ト情報の前記少なくとも一つの項目はビーコンフレーム（５）の少なくとも一つのクワイ
エットエレメント（５６）に含まれる、方法。
【請求項１０】
　クワイエット情報の前記少なくとも一つの項目に応じてネットワーク割り当てベクトル
（ＮＡＶ）をポジショニングするステップ（１１１）を含む、請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気通信の分野に関し、特に有線又は無線ローカルネットワークの管理に関す
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る。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術によれば、数個のＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）又は有線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）アーキテクチャ
が知られている。それらの幾つかは単一のアクセスポイントを用いており、例えば、ＭＩ
ＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）又はＯＦＤＭ
（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘ
ｉｎｇ）等の異なった洗練された技術を組み合わせた高い送信パワーを用いることによっ
て家又は建物の床面などの空間をカバーしている。それ故、（８０２．１１ｎ標準規格に
基づく）Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークのアクセスポイントはＭＩＭＯ及びＯＤＦ
Ｍ技術を用いて半径９０メートル内で１００Ｍビット／秒の実ビットレートに達し、Ｈｉ
ｐｅｒＬＡＮ２ネットワークのアクセスポイントは半径４５メートル内で５０Ｍビット／
秒のビットレートに達している。その様な単一のアクセスポイントに基づくアーキテクチ
ャは周囲に対して高いレベルの干渉を生じさせ、特に、隔壁又は間仕切り等の物理的障害
物によりアクセスポイントから分割されたゾーンにおいては送信された信号が強く減衰す
ることになり、カバーすべき空間を全てカバーしない恐れがあるという欠点が有る。更に
、高い送信パワーの使用によって、その様な電磁気的放射に長時間さらされることに関連
したリスクに関係した公衆衛生の問題が提起される。
【０００３】
　前述の問題を克服するために、単一アクセスポイントアーキテクチャにおけるパワーよ
りも弱い送信パワーを、カバーすべき空間に亘って分配し、有線バックボーン又は無線バ
ックボーンによって互いに接続されるローカルネットワークが実装されることが知られて
いる。ネットワークと通信すること又は夫々の間で通信することを可能にするために、ロ
ーカルネットワークのステーションはそれぞれ所定のアクセスポイントと接続される。ネ
ットワーク内のその位置に応じて、所定のアクセスポイントに接続された所定のステーシ
ョンは他のアクセスポイントによって送られたデータパケットを受け取ることもできるた
め、アソシエートされたステーションのレベルでのデータパケットの衝突のリスクが生じ
ることになる。ネットワークに存在するステーションの数が増えるにつれて、パケット衝
突のリスクが増大し、従ってデータパケットロスのリスクが増大する。更に、有る場所で
実装されているある種のプロトコルによって使用されるチャネルアクセス方法が、例えば
ＡＬＯＨＡ、ＣＳＭＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）又はＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ）タイプ等のランダムアクセスタ
イプであるならば、例えば不充分であることが判明した、（ＤＣＦ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔ
ｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）タイプの）ＣＳＭＡ／ＣＡタイプ
のコンテンションアクセスモードにおいて実装されているＲＴＳ／ＣＴＳ（Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ／Ｃｌｅａｒ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ）フレームの交換を介するチャネルの
ある種の予約機構にも拘わらず、パケット衝突のリスクが高く、特にネットワーク上に存
在するアクセスポイントとステーションの数が多い時に高リスクとなる。
【０００４】
　ランダムタイプのチャネルへのアクセス方法を実装するネットワークの中では、有線ネ
ットワークについてはＣＳＭＡ／ＣＡを使用するＧＮｅｔ、ＣＳＭＡ／ＣＡを使用するＡ
ｐｐｌｅのＬｏｃａｌＴａｌｋ、ＣＳＭＡ／ＣＤ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）を用
いるＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２．３標準規格に基づく）、又はＣＳ
ＭＡ／ＣＡを使用するＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．ｈｎを挙げることができ、無線ネットワークにつ
いてはＣＳＭＡ／ＣＡを用いるＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．
１１－２００７標準規格に基づく）、ＣＳＭＡ／ＣＡを用いるＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＩＥＥＥ８０２．１５　標準規格に
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基づく）、又はＣＳＭＡ／ＣＡを用いるＷａｖｅＬＡＮについても挙げることができる。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の目的はこれらの従来技術の欠点を克服することである。
【０００６】
　特に、本発明の目的はチャネルへのアクセスを最適化することである。
【０００７】
　本発明は少なくとも２つのノードを含む第１のノードセットの第１のノードにより実装
される送信方法に関する。その方法は、第１のセットの少なくとも一つの第２のノードの
ための送信ステップであり、少なくとも一つの割り当てられたタイムスロットの間に少な
くとも一つの第２のノードセットへの送出を禁止することを表すクワイエット情報（ｑｕ
ｉｅｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の少なくとも一つの項目（ｉｔｅｍ）の送信ステップ
を含み、クワイエット情報の少なくとも一つの項目はビーコンフレームの少なくとも一つ
のクワイエットエレメントに含まれる。
【０００８】
　好ましくは、第１のセット及び少なくとも一つの第２のセットは同一のチャネルアクセ
ス方法を用いる。
【０００９】
　特定の特徴によれば、チャネルアクセス方法はキャリア検出によるチャネルアクセス方
法である。
【００１０】
　有利な方法によれば、その方法は少なくとも一つのタイムスロットの割り当てを表す情
報の項目の受信ステップを含む。
【００１１】
　他の特徴によれば、その方法は一時的同期（ｔｅｍｐｏｒａｌ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚ
ａｔｉｏｎ）を表す情報の項目の受信ステップを含む。
【００１２】
　有利な方法によれば、第１のノードはアクセスポイントであり、少なくとも一つの第２
のノードは前記アクセスポイントに接続されており、少なくとも一つの第２のセットはア
クセスポイントを含む。
【００１３】
　好ましくは、第１及び第２のセットは同一の無線ローカルネットワークタイプのネット
ワークに属する。
【００１４】
　他の特徴によれば、第１及び第２のセットは電源ラインタイプの同一ネットワークに属
する。
【００１５】
　本発明はまた少なくとも２つのノードを含む第１のノードセットの少なくとも一つの第
２のノードによって実行される受信方法に関し、その方法は少なくとも一つの第２のノー
ドセットに割り当てられた少なくとも一つのタイムスロットの間は送出を禁止することを
表すクワイエット情報の少なくとも一つの項目の受信ステップを含み、クワイエット情報
は第１のセットの第１のノードから受信されたものであり、クワイエット情報の少なくと
も一つの項目はビーコンフレームの少なくとも一つのクワイエットエレメントに含まれる
。
【００１６】
　好ましくは、その方法はクワイエット情報の少なくとも一つの項目に応じてネットワー
ク割り当てベクトルの位置決めステップを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　以下の明細書を読むことによって本発明はより良く理解され、他の具体的な特徴及び利
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点が明らかになる。明細書は添付の図面を参照しており、以下の如くである。
【００１８】
【図１】発明の特定の実施態様による、幾つかのノードのサブセットを実装した無線シス
テムを示す図である。
【図２】図１のシステムの発明の特定の実施態様によるアクセスポイント及びステーショ
ンを個々に図表で示す図である。
【図３】図１のシステムの発明の特定の実施態様によるアクセスポイント及びステーショ
ンを個々に図表で示す図である。
【図４】図１のシステムの発明の特定の実施態様による通信フレームの構造を図表で示す
図である。
【図５】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの少なくとも一つのノードによ
って送信されたビーコンフレームの内容を図表で示す図である。
【図６】本発明の特定の実施態様による、図５のビーコンフレームの内容による通信フレ
ーム内のクワイエットエレメントのフィールドの分配を図表で示す図である。
【図７】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの通信フレームを図表で示す図
である。
【図８】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの少なくとも一つのノードによ
って実装された送信方法を示す図である。
【図９】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの少なくとも一つのノードによ
って実装された送信方法を示す図である。
【図１０】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの少なくとも一つのノードに
より実装された送信方法を示すである。
【図１１】本発明の特定の実施態様による、図１のシステムの少なくとも一つのノードに
より実装された送信方法を示すである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明をＷｉ－Ｆｉ（登録商標）タイプ無線ローカルネットワークを実装する特
定の実施態様に従って、限定されない方法で、標準規格ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ｂ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｄ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｅ、ＩＥＥＥ８０２
．１１ｇ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｈ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｉ、（ＩＥＥＥによって「情
報技術のためのＩＥＥＥ標準規格－電気通信及びシステム間情報伝達－ローカル大都市区
域ネットワーク－固有の要求事項／パート１１：無線ＬＡＮメディアムアクセスコントロ
ール（ＭＡＣ）及び物理レイヤ（ＰＨＹ）仕様書」と題したリファレンスＩＥＥＥ８０２
．１１（ＴＭ）－２００７として出版された）ＩＥＥＥ８０２．１１ｊ、又はＩＥＥＥ８
０２．１１ｎ）を引用しつつ説明する。本発明は本来Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）タイプネッ
トワークでの実装に限定されず、本発明の原理は当業者によって、例えばＧＮｅｔタイプ
の有線ローカルネットワーク、ＡｐｐｌｅのＬｏｃａｌＴａｌｋ、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登
録商標）（ＩＥＥＥ８０２．３標準規格に基づく）、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．ｈｎ又はＷＰＡＮ
タイプ無線ローカルネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．１５標準規格に基づく）、Ｗａｖｅ
ＬＡＮ又はＡＬＯＨＡｎｅｔへの、例えばＡＬＯＨＡ、ＣＳＭＡ、ＣＳＭＡ／ＣＡ又はＣ
ＳＭＡ／ＣＤタイプの部分的にランダムタイプのチャネルアクセス方法を用いるどのよう
な有線又は無線ローカルネットワークにも適用することができる。
【００２０】
　図１は本発明の特定の実施態様による、幾つかのノードを実装する無線ローカルネット
ワークタイプの無線通信システム１を示している。「アドホック」モードにおいて、シス
テム１のノードは例えばアクセスポイント等の第３のタイプの装置を用いることなく互い
に直接的に接続されている。ネットワークのインフラストラクチャモードにおいて、ノー
ドの一部１１、１２及び１３は移動または固定のアクセスポイントとして機能し、ノード
のその他の部分１１１、１１２、１１３、１２１、１２２、１３１及び１３２は移動また
は固定ステーションとして機能する。ステーション１１１、１１２及び１１３はデータ及
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の通信（即ち送信及び／又は受信）のためにアクセスポイント１１にアソシエートされ、
アクセスポイント１１と共に第１のセットＢＳＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ
）１を形成する。ステーション１２１及び１２２がデータ及びフォームの通信のためにア
クセスポイント１２にアソシエートされ、アクセスポイント１２と共に第２のセットＢＳ
Ｓ２を形成する。ステーション１３１及び１３２がデータの通信のためにアクセスポイン
ト１３にアソシエートされ、アクセスポイント１３と共に第３のセットＢＳＳ３を形成す
る。有利には３つのセットＢＳＳ１、ＢＳＳ２及びＢＳＳ３は分配システムＤＳに接続さ
れ、拡張サービスセットＥＳＳを形成する。アクセスポイント１１によってカバーされる
送信領域は実線の楕円１００１で示されており、アクセスポイント１２によってカバーさ
れる送信領域は破線の楕円１００２で示され、アクセスポイント１３によってカバーされ
る送信領域は点線の円１００３で示される。換言すれば、領域１００１、１００２、１０
０３はアクセスポイント１１から１３の各々の干渉領域を個々に示している。これらの領
域１００１から１００３の各々内では干渉は所定のしきい値より大であり、これらの領域
１００１から１００３の外部では干渉は所定のしきい値より低い。ＢＳＳ１のアクセスポ
イント１１にアソシエートされたステーション１１１はアクセスポイント１１のカバレッ
ジ領域内にあり、かつ、アクセスポイント１２のカバレッジ領域の中にある。ステーショ
ン１１１はステーション１１１と共にＢＳＳ１を形成するアクセスポイント１１との間で
データ（又はデータパケット）を交換可能であり、アクセスポイント１２によって送出さ
れたデータを受け取ることが可能である。そのような一例はＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐ
ｉｎｇ　Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔｓ）と呼ばれており、干渉領域はカバレッ
ジ領域より広い。有利な方法で、各ＢＳＳは他のＢＳＳにより使用されているものとは異
なる物理チャネルを使用し、物理チャネルは、サブキャリア、タイムスロット、干渉のレ
ベル、ＣＤＭＡアクセス（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）の場合同一の拡散コード、のリストを含む一群のパラメータによって特徴づけられる
。一変形例によれば、２つのＢＳＳ、例えばＢＳＳ１及びＢＳＳ２は、例えば２．４ＧＨ
ｚ又は５ＧＨｚバンドのライセンスフリー周波数帯域のような同一の周波数帯域を使用す
る。５ＧＨｚバンドは例えば、全ての周波数が５．１５ＧＨｚと５．３５ＧＨｚの間又は
５．４７ＧＨｚと５．８７５ＧＨｚの間に有る周波数帯域に対応する。５ＧＨｚ物理チャ
ネルは１０ＭＨｚ、２０ＭＨｚ又は４０ＭＨｚの幅のチャネルに対応し、例えば、その全
ての周波数は上述の周波数インターバルの内の一つの中にある。２．４ＧＨｚバンドは例
えばその全ての周波数が２．４ＧＨｚと２．５ＧＨｚの間にある周波数帯域に対応する。
２．４ＧＨｚ物理チャネルは２２ＭＨｚの幅のチャネルに対応し、例えばその全ての周波
数は上述の周波数インターバル（２．４－２．５ＧＨｚ）内にある。
【００２１】
　好ましくは、アクセスポイント１１、１２及び１３は互いにリンクされ、例えばＭｏＣ
Ａ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｏｖｅｒ　Ｃｏａｘ　Ａｌｌｉａｎｃｅ）、Ｅｔｈｅｒｎｅ
ｔ（登録商標）、ＰＬＣ（Ｐｏｗｅｒｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＰＯＦ
（Ｐｌａｓｔｉｃ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ）又は更にＩＴＵ　Ｇ．ｈｎ（ＩＴＵ（
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｕｎｉｏｎ）の次
世代国内ネットワーク技術のための標準規格に対応する）タイプの有線リンクによって分
配システムＤＳに接続される。一変形例ではアクセスポイント１１、１２及び１３は例え
ばＷｉ－Ｆｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２．１５．１標準規格に
基づく）、ＷｉＭＡＸ（ＩＥＥＥ８０２．１６ｄ又はＩＥＥＥ８０２．１６ｅ標準規格に
基づく）又は更に３Ｇ（ＩＭＴ－２０００（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－２０００）標準規格に基づく）タイプの無線
リンクによって互いにリンクされる。
【００２２】
　有利な方法によれば、システム１のアクセスポイント１１、１２及び１３は固定装置で
ある。アクセスポイント１１、１２及び１３の少なくとも一つはピコセル（ｐｉｃｏｃｅ
ｌｌ）、即ち数十メートル（例えば５０ｍ以下）の範囲を有する、例えばビルディングや
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スーパーマーケットの中などの小さな領域をカバーするシステムを形成する。他の変形例
では、アクセスポイント１１、１２、１３の少なくとも一つはフェムトセル（ｆｅｍｔｏ
ｃｅｌｌ）、すなわち数メートル（例えば、１０ｍ未満）の範囲を有する、家又はビルデ
ィングの部屋や、ビルディングの１フロア、航空機などの、ピコセルより小さな限定され
た領域をカバーするように設計されたシステムを形成する。他の変形例では、アクセスポ
イント１１、１２、１３は携帯端末である。
【００２３】
　ステーション１１１から１１３、１２１、１２２、１３１及び１３２は移動又は固定装
置のどちらかであり、例えば、携帯電話、ノートパソコン、パーソナルコンピュータ、パ
ーソナルデジタルアシスタントである。
【００２４】
　他の変形例によれば、全てのステーション１１１から１１３、１２１、１２２、１３１
及び１３はＳＩＳＯ（「Ｓｉｎｇｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ」）タ
イプであり、単一のアンテナのみを有する。同様に、アクセスポイント１１から１３はＳ
ＩＳＯタイプである。
【００２５】
　他の変形例によれば、全てステーション１１１から１１３、１２１、１２２、１３１、
１３２はＭＩＭＯタイプであり、ＭＩＭＯ信号を送信する幾つかのアンテナを有する。同
様に、アクセスポイント１１から１３の全てがＭＩＭＯタイプである。
【００２６】
　他の変形例によれば、システム１の幾つかのステーション１１１－１１３、１２１、１
２２、１３１及び１３２（夫々幾つかのアクセスポイント１１－１３）はＭＩＭＯタイプ
であり、他のものはＳＩＳＯタイプである。
【００２７】
　図２は例えば図１のノード１１、１２、１３に対応するアクセスポイント２のハードウ
エアの実施態様を図表で示している。
【００２８】
　基地局２はアドレス及びデータバス２４によって互いに接続された以下の要素を含み、
アドレス及びデータバスはまたクロック信号を伝送する。
　－マイクロプロセッサ２１（又はＣＰＵ）、
　－ＲＯＭ（リードオンリーメモリー）タイプの不揮発性メモリ２２、
　－ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２３、
　－無線インターフェース２６、
　－データの送信（例えばサービスのブロードキャスト又はマルチポイントＴＯポイント
又はポイントＴＯポイント送信）に適し、とりわけ符号化器及び／又はＯＦＤＭ変調器の
機能を実行するインターフェース２７、
　－同期信号を受信しインターフェース２７を同期させるのに適したインターフェース２
８、及び／又は
　－ユーザのための情報の表示及び／又は、データ又はパラメータ（例えば、サブキャリ
ア及び送信すべきデータのパラメータ化）の入力に適応したＭＭＩ（マンマシンインター
フェース）インターフェース又は特定のアプリケーション２９。
【００２９】
　メモリ２２及び２３の記述において用いられた語「レジスタ」は言及されたメモリの各
々において、低容量のメモリゾーン（幾らかのバイナリーデータ）並びに大容量のメモリ
ゾ－ン（プログラム全体又は受信したデータ又はブロードキャストすべきデータを表すデ
ータの全体又は一部分を格納可能な）を指していることに留意されたい。
【００３０】
　メモリＲＯＭ２２は特に、
　－プログラム２２０と、
　－物理レイヤのパラメータ２２１を含む。
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【００３１】
　以下で記述される本発明に特有の方法のステップを実行するためのアルゴリズムはこれ
らのステップを実装したアクセスポイント２に関係付けられたＲＯＭ２２メモリに格納さ
れている。電力が供給されたとき、マイクロプロセッサ２１はこれらのアルゴリズムの指
令を読み込み実行する。
【００３２】
　ランダムアクセスメモリ２３はとりわけ、
　－レジスタにおける、基地局２のスイッチオンを担当するマイクロプロセッサ２１のた
めのオペレーティングプログラム２３０、
　－送信パラメータ２３１（例えば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム再帰パラメータ
）、
　－受信パラメータ２３２（例えば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム再帰パラメータ
）、
　－入力データ２３３、
　－データの送信のための符号化データ２３４、
　－クワイエット情報２３５の項目、及び
　－物理チャネル・パラメータ２３６（例えば、アクセスポイント２によるデータ送出の
際の決定されたタイムスロットの割り当て、決定されたコードの割り当て及び／又は決定
されたサブキャリア・インターバルの割り当て）を含む。
【００３３】
　無線インターフェース２６は、要求された場合に、システム１のノード１１１－１１３
、１２１、１２２及び１３１、１３２によって送出された信号を受信するのに適している
。
【００３４】
　図３は例えばノード１１１－１１３、１２１、１２２及び１３１、１３２に対応する、
アクセスポイント２によって送出された信号の受信及び復号化に適した、システム１に属
するステーション３のハードウエア実施態様を図表で示している。
【００３５】
　ステーション３はアドレス及びデータバス３４によって互いに接続された以下の要素を
含み、アドレス及びデータバス３４はまたクロック信号を伝送する。
　－マイクロプロセッサ３１（又はＣＰＵ）、
　－ＲＯＭ（リードオンリーメモリー）タイプの不揮発性メモリ３２、
　－ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）３３、
　－無線インターフェース３６、及び
　－データの送信に適当なインターフェース３７、及び
　－ユーザのための情報の表示及び／又はデータ又はパラメータ（例えば、サブキャリア
パラメータ化及び伝送されたデータのパラメータ化）の入力に適応したＭＭＩインターフ
ェース３８。
【００３６】
　メモリ３２及び３３の記述において用いられた語「レジスタ」は記述されたメモリの各
々において低容量メモリゾーン並びに大容量メモリゾーン（プログラム全体、又は、受信
され又は復号化されたデータセットを表すデータの全体又は部分を格納することが可能な
）を指していることに留意されたい。
【００３７】
　メモリＲＯＭ３２は特に、
　－「ｐｒｏｇ」３２０プログラム、及び
　－物理レイヤのパラメータ３２１を含む。
【００３８】
　本発明に特有の下記の方法のステップを実装するアルゴリズムはこれらのステップを実
装するステーション３に関係付けられたＲＯＭメモリ３２に格納されている。電源が供給
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されたとき、マイクロプロセッサ３１はこれらのアルゴリズムの指令を読み込み、実行す
る。
【００３９】
　ランダムアクセスメモリ３３はとりわけ、
　－レジスタ３３０において、端末３のスイッチオンを担当するするマイクロプロセッサ
３１のオペレーティングプログラム、
　－受信パラメータ３３１（例えば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム再帰パラメータ
）、
　－送信パラメータ３３２（例えば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム再帰パラメータ
）、
　－レシーバ３６によって受信されて復号化されたデータに対応する入力データ３３３、
　－アプリケーション３９へのインターフェースに送出されるようにフォーマットされた
復号化データ３３４、
　－クワイエット情報の項目２３５、及び
　－物理チャネル・パラメータ２３６（例えば、データの放出時の決定された符号化の割
り当て、決定された周波数帯域の割り当て）。
【００４０】
　アクセスポイント２及び／又はステーション３の図２及び図３に関して記述された以外
の構造も本発明に適合している。特に、変形例によれば本発明に適合した基地局及び／又
は移動端末は、例えば専用の部品（例えば、ＡＳＩＣ又はＦＰＧＡ又はＶＬＳＩ）（夫々
、「Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉ
ｔ」、「Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ」、「Ｖｅｒｙ
　Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ」）又は、一つの装置に一体化され
た幾つかの電子部品等の純粋にハードウエアである実施態様に従い、又はハードウエア要
素及びソフトウエア要素の混合物の形で実装される。
【００４１】
　無線インターフェース３６はシステム１のノード１１、１２及び１３により送出された
信号の受信に適合している。
【００４２】
　図４は本発明の特に有利な非限定的な実施態様によるシステム１の通信フレーム１の構
造を図表で示している。
【００４３】
　通信フレーム４は一時的にサブフレーム４１、４２、４３に分割され、各サブフレーム
は所定のＢＳＳのノード間でセットアップされた通信に割り当てられている。「アドホッ
ク」モードネットワークの場合にはサブフレーム４１はＢＳＳ１に割り当てられ、サブフ
レーム４２はＢＳＳ２に割り当てられ、サブフレーム４３はＢＳＳ３に割り当てられる。
インフラストラクチャモードネットワークの場合は、サブフレームの各々は各ＢＳＳのア
クセスポイントに割り当てられる。システム１において、サブフレーム４１はＢＳＳ１の
アクセスポイント１１に割り当てられ、サブフレーム４２はＢＳＳ２のアクセスポイント
１２に割り当てられ、サブフレーム４３はＢＳＳ３のアクセスポイント１３に割り当てら
れる。各サブフレームにおいて、アソシエートされたＢＳＳのノード（又はアクセスポイ
ント及びインフラストラクチャモードにおいてアクセスポイントにアソシエートされたス
テーション）は当業者により知られたＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格の標準規
格ＭＡＣメカニズム、例えばチャネル、バックオフ、ＱｏＳ　ＥＤＣＡサービス品質、Ａ
－ＭＰＤＵ、ＡＣＫフレーム受信アクノリッジメントブロック、等を予約するためにＲＴ
Ｓ／ＣＴＳフレームを使用したＣＳＭＡ／ＣＡメカニズム、又はＩＥＥＥ８０２．１１－
２００７標準規格に記述された他のメカニズムを使用する。有利な方法によれば、通信フ
レームの一時的なサブフレームのＢＳＳへの割り当ては制御装置によって行われる。制御
装置は、例えばシステム１のＥＳＳネットワークに専用の装置であるか、又は図１に示さ
れないサービス分配ネットワークに属する。３つのＢＳＳを含むＥＳＳネットワークの各
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アクセスポイントは制御装置から、サブフレームの割り当てを表す情報の項目を受け取る
。変形例によれば、ＥＳＳのアクセスポイントの一つは制御装置として動作し、他のアク
セスポイントへの割り当てを表す情報を送出する。他の変形例によれば、サブフレームの
割り当ては、例えばネットワークの制御装置ユーザによってＢＳＳ１、ＢＳＳ２及びＢＳ
Ｓ３の各アクセスポイントのメモリに記録される。
【００４４】
　第１のサブフレーム４１の間、ＢＳＳ１のアクセスポイント１１はアクセスポイント１
１にアソシエートされたステーション１１１、１１２及び１１３にビーコンフレーム４１
１を送出する。好ましくは、ビーコンフレームはＢＳＳ２及びＢＳＳ３に夫々割り当てら
れたサブフレーム４２及び４３の間は送出を禁止することを表すクワイエット情報の項目
を含む。このサブフレーム４２及び４３の間の送信の禁止を受け取ったとき、ステーショ
ン１１１、１１２及び１１３は夫々それらのネットワーク割り当てベクトルＮＡＶをポジ
ショニングし（ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に応じて）、その結果、サブフ
レーム４２及び４３に対応するタイムスロット又は複数のタイムスロットの間、いずれの
データの送信が防止される。アクセスポイント１１はまたアクセスポイント１１のＮＡＶ
を同一のタイムスロット又は複数のタイムスロットの間にポジショニングする。アクセス
ポイント１１を一方とし、ステーション１１１－１１３を他方とした間のデータの通信は
、スロット又はスロット４１２の間に実行され、クワイエット４１０が、サブフレーム４
２及び４３に割り当てられたタイムスロット又は複数のタイムスロットの間にＢＳＳ１の
ノードに課せられる（ｉｍｐｏｓｅｄ）。
【００４５】
　第２のサブフレーム４２の間、ＢＳＳ１のアクセスポイント１２はアクセスポイント１
２にアソシエートされたステーション１２１及び１２２にビーコンフレーム４２１を送出
する。好ましくは、ビーコンフレーム４２１はＢＳＳ１及びＢＳＳ３にそれぞれ割り当て
られたサブフレーム４１及び４３の間は送出を禁止することを表すクワイエット情報の項
目を含む。このサブフレーム４１及び４３の間の送出の禁止を受けとったとき、アクセス
ポイント１２並びにステーション１２１及び１２２は、夫々それらのネットワーク割り当
てベクトルＮＡＶをポジショニングし、その結果、これらがサブフレーム４１及び４３に
対応するタイムスロットの間いかなるデータを送信することを防止する。アクセスポイン
ト１２を一方とし、ステーション１２１及び１２２を他方とした間のデータの通信は。タ
イムスロット又は複数のタイムスロット４２２の間に実行され、クワイエット４２０、４
２３が夫々サブフレーム４１及び４３のタイムスロット又は複数のタイムスロットの間、
ＢＳＳ２のノードに課せられる。
【００４６】
　第３のサブフレーム４３の間、ＢＳＳ３のアクセスポイント１３はアクセスポイント１
３にアソシエートされたステーション１３１及び１３２にビーコンフレーム４３１を送出
する。好ましくは、ビーコンフレーム４３１はＢＳＳ１及びＢＳＳ２にそれぞれ割り当て
られたサブフレーム４１及び４２の間は送出を禁止することを表すクワイエット情報の項
目を含む。このサブフレーム４１及び４２の間の送出の禁止を受け取ったとき、アクセス
ポイント１３並びにステーション１３１及び１３２は、夫々それらのネットワーク割り当
てベクトルＮＡＶをポジショニングし、その結果、これらがサブフレーム４１及び４２に
対応するタイムスロットの間いかなるデータを送信することを防止する。アクセスポイン
ト１３を一方とし、ステーション１３１及び１３２を他方とした間のデータの通信は、タ
イムスロット又は複数のタイムスロット４３２の間に実行され、クワイエット４３０がサ
ブフレーム４１及び４２のそれぞれのタイムスロット又は複数のタイムスロットの間、Ｂ
ＳＳ３のノードに課せられる。
【００４７】
　図５は本発明の特に有利な非限定的な実施態様によるビーコンフレームの内容を図表で
示している。
【００４８】
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　好ましくは、ビーコンフレーム８は標準規格ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠し
ている。ＭＡＣヘッダー（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈｅａｄｅｒ
）５１はソースＭＡＣアドレス及びデスティネーションＭＡＣアドレスを表す情報を含ん
でおり、アドレスデスティネーションは例えばステーションの全てのアドレスを含むよう
に設定される（想定されたＢＳＳの全てのステーションを各ビーコンフレームを受け取っ
て処理するようにさせると想定されたＢＳＳのブロードキャストタイプアドレスに対応す
る）。ＭＡＣヘッダーフィールド５１はまた、例えばフレームのタイプ及びサブタイプ（
例えばタイプ＝管理フレーム、サブタイプ＝ビーコン）、又は、さらにビーコンフレーム
を送出しているアクセスポイント（例えばソースアドレス、即ちビーコンフレームを送出
しているアクセスポイントのアドレス）を含むＢＳＳの識別子ＢＳＳＩＤを含んでいる。
【００４９】
　ビーコンフレームのボディはＭＡＣヘッダーとＦＣＳフィールド（Ｆｒａｍｅ　Ｃｈｅ
ｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）の間に置かれた全てのフィールドを含んでいる。タイム・スタ
ンプフィールド５２はステーションがそのローカルクロックを更新するのに用いられる時
刻を表す情報を含んでいる。この情報により、ビーコンフレームを送出しているアクセス
ポイントにアソシエートされたステーションが同期されることが可能になる。ビーコン・
インターバルフィールド５３は二つのビーコンフレームの送出の間の時間を表す情報の項
目を含んでいる。特に、この情報は自分自身を待ち受け状態に設定することを欲している
ステーションが、いつ自分自身をビーコンフレームを受け取るリスニング状態に設定しな
ければならないのかを知ることを可能にするものである。ビーコン・インターバルは例え
ば１００時間単位ＴＵ、即ち１００×１０２４μｓ＝１０２．４ｍｓである。
【００５０】
　ケーパビリティ情報フィールド５４はビーコンフレームを送出したアクセスポイントを
含むＢＳＳに属するステーションに必要とされる必須な事項を表す情報であって、例えば
、ネットワークに参加するためにＷＥＰ（Ｗｉｒｅｄ　Ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ　Ｐｒｉｖ
ａｃｙ）キーを使用することの必要性、又は、更に例えばダイナミック周波数選択サポー
トを表す情報を含んでいる。ダイナミック周波数選択を示すために、ケーパビリティフィ
ールド５４はスペクトラム管理情報を含み、例えば、スペクトラム管理ビットが１にセッ
トされる結果になる。この情報を受け取ったステーションはビーコンフレームを送出した
アクセスポイントにアソシエートされる前にｄｏｔ１１ＳｐｅｃｔｒｕｍＭａｎａｇｅｍ
ｅｎｔＲｅｑｕｉｒｅｄを真に設定しなければならない。もしステーションがスペクトラ
ム管理をサポートしていなければ、想定したＢＳＳにアソシエートされることはできない
。
【００５１】
　ＳＳＩＤ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）フィールドはビーコンフ
レームの送信アクセスポイントを含むＢＳＳの識別子を表す情報を含む。特定のＢＳＳに
アソシエートされることが可能になる前に、ステーションはアクセスポイントと同一のＳ
ＳＩＤを持っていなければならない。アクセスポイントは、そのアクセスポイントが送出
するビーコンフレーム内にデフォルトでＳＳＩＤを含んでいなければならない。
【００５２】
　クワイエットフィールド５６はクワイエットエレメントを表す情報であって、即ち同一
のＢＳＳに属するアクセスポイント及びステーションがネットワークの一以上の通信フレ
ームのうちの一以上の所定のタイムスロットの間、データ又はデータパケットを送信する
ことを禁止する情報を含む。クワイエットフィールドは以下のものを含む幾つかのフィー
ルドを含む。
　－クワイエットエレメントの識別子を表す情報を含む「ＩＤエレメント」フィールド５
６１。クワイエットエレメントは標準規格８０２．１１－２００７内のＩＤ４０によって
識別される。
　－長さフィールドに続くフィールドの（標準規格８０２．１１－２００７に従ってこの
長さは８バイト）全体の長さ（バイト単位）を表す情報を含む「長さ」フィールド５６２
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。この情報はクワイエットエレメントの特有のものであり、クワイエットエレメントの特
有の４フィールドと共にある。
　－クワイエット・インターバルが開始する間、次のビーコン・インターバルまでのＴＢ
ＴＴ数を表す情報を含む「カウンタ」フィールド５６３。「カウンタ」フィールドの１の
値は、次のクワイエット・インターバルが、次のＴＢＴＴの後のビーコン・インターバル
で開始すること、即ち想定したクワイエットエレメントを記述したビーコンフレームが送
出された後に位置する最初のＴＢＴＴに続くビーコン・インターバルで開始すること、を
意味している。
　－同一のＢＳＳのクワイエットエレメントに対応するクワイエット・インターバルの間
に有るビーコン・インターバルの数を表す情報を含む「期間」フィールド５６４。
　－例えば多数の時間単位ＴＵによって表されるクワイエット・インターバルの期間を表
す情報を含む「持続時間」フィールド５６５。例えば４４ＴＵ、即ち４４×１０２４μｓ
＝４５．０５６ｍｓであり、この期間は所定のＢＳＳのアクセスポイント及びステーショ
ンがデータを送出できない期間に対応している。
　－時間単位ＴＵで表現される、クワイエット・インターバルのスタートとターゲットビ
ーコン送信タイムＴＢＴＴ（Ｔａｒｇｅｔ　Ｂｅａｃｏｎ　Ｔｒａｍｓｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｔｉｍｅ）（例えば６ＴＵ）との間に存在するオフセットを表す情報を含む「オフセット
」フィールド５６６。関係するＴＢＴＴは「カウンタ」フィールド５６３内で特定されて
いる。
【００５３】
　有利な方法によれば、ビーコンフレーム５は幾つかのクワイエットエレメント（例えば
２、３、５、１０又は２０）を記述する。即ち、フレーム５は幾つかのクワイエットフィ
ールドを含み、各クワイエットフィールドは１クワイエットエレメントを含む。各クワイ
エットフィールドが単一のクワイエットエレメントにのみ関係付けられているため、ビー
コンフレーム５はビーコンフレームに記述されたクワイエットエレメントの数と同じ数の
クワイエットフィールドを含む。例えば２つのＢＳＳを含むネットワークの通信フレーム
が例えば１０個のサブフレーム分割されたとき、５つのサブフレームがＢＳＳの各々に割
り当てられ、第１のＢＳＳによって送出されるビーコンフレームは例えば第２のＢＳＳの
通信に割り当てられた５つのサブフレームの一つに夫々対応する５つのクワイエットエレ
メントの記述のために５つのクワイエットフィールドを含み、第２のＢＳＳによって送出
されるビーコンフレームは例えば第１のＢＳＳの通信に割り当てられた５つのサブフレー
ムの一つに夫々対応する５つのクワイエットエレメントの記述のために５つのクワイエッ
トフィールドを含む。
【００５４】
　ビーコンフレーム５はまた、訂正及びエラー検出に用いられるＦＣＳ（Ｆｒａｍｅ　Ｃ
ｈｅｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）フィールド又はＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎ
ｃｙ　Ｃｈｅｃｋｉｎｇ）フィールドを含む。
【００５５】
　ＢＳＳ内にアクセスポイントが無い「アドホック」モードネットワークについては、ノ
ードの一つがビーコンフレームの送信を実行する。ビーコンフレームを受信すると、ＢＳ
Ｓの各ノードはビーコン・インターバルの終了（即ち、次のＴＢＴＴ）を待ち、ランダム
な期間の経過の後に何れのノードも行っていなければビーコンフレームを送出する。この
ような処理によって少なくとも一つのノードがビーコンを送出することが確実にされ、ラ
ンダム期間によってビーコンを送出するノードが時間的に変化することが可能になる。
【００５６】
　有利な方法で、ノード又はアクセスポイントによって送出される各ビーコンフレームは
クワイエットエレメント又は複数のクワイエットエレメントの記述を含む。
【００５７】
　図６は本発明の特定の非限定的な実装モードに従った、図５に関して記述されたビーコ
ンフレーム内に含まれるクワイエットエレメントに関する情報に応じた通信フレーム内で
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のクワイエットエレメントの分配を図表で示している。
【００５８】
　連続した３つの通信フレームＴ－１、Ｔ及びＴ＋１が夫々参照符号６１、６２、６３で
表されて図６に示されている。第１のフレームＴ－１の間、ＢＳＳのアクセスポイントに
よって、ビーコンフレーム（又はビーコン）６１１がＢＳＳのアクセスポイントにアソシ
エートされたＢＳＳのステーションに送出される（もしくは、ＢＳＳを含むネットワーク
がアドホックモードである場合、ＢＳＳの一つのノードからＢＳＳの他のノードに送出さ
れる）。図５に関して既に記述されたように、ビーコンフレームはクワイエットエレメン
トを表す情報を含むクワイエットフィールドを含み、クワイエットフィールドは各々がク
ワイエットエレメントを特徴づけるパラメータを表す情報を含む幾つかのフィールドに分
割されている。これらのパラメータの内、クワイエットカウンタに対応するパラメータは
値が１であり、すなわち、クワイエット・インターバルがこの情報を含むビーコンフレー
ム６１１に続くＴＢＴＴ（Ｔａｒｇｅｔ　Ｂｅａｃｏｎ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔ
ｉｍｅ）において開始し、その結果として、クワイエット・インターバル６２２が次のＴ
ＢＴＴに続くビーコン・インターバル６２４の間に、即ちフレームＴ６２の間に、ポジシ
ョニングされる。このパラメータの値が２である場合、クワイエット・インターバルはビ
ーコンフレーム６１１の送信に続く第２のＴＢＴＴに続くビーコン・インターバルの間で
、即ちフレームＴ＋１　６３の間で、スタートすることになる、等々である。ビーコンフ
レーム６１１のクワイエットエレメントはまた、クワイエット・インターバル６２２に適
用された一時的オフセット６２５を表す情報、即ち、タイムスロット６２２の開始とビー
コン６１１の送信に続くＴＢＴＴとの間のオフセットを表す情報、を含む。クワイエット
エレメントはまた、時間単位ＴＵで表され、図６において期間Ｓ６２６で表されるクワイ
エット・インターバル６２２の期間を表す情報を含む。最後に、ビーコンフレーム６１１
のクワイエットエレメントは、例えば値０、１、２、３、５又は１０を取るクワイエット
周期６２７を表す表情報を含む。この値は二つのクワイエット・インターバルの間に存在
するビーコン・インターバルの数に対応する。クワイエット周期の値が１であれば、クワ
イエット・インターバル６２２は各ビーコン・インターバルに１回６３２で周期的に繰り
返される。もし周期パラメータの値が２であれば、クワイエット・インターバルは２つの
ビーコン・インターバル毎にポジショニングされる、等々である。もし周期パラメータの
値が０であれば、クワイエット・インターバルは一回ポジショニングされる。有利な方法
で、ビーコンフレーム６２１はまた一以上のクワイエットエレメントのパラメータを表す
情報を含むクワイエットフィールドを含む。好ましくは、ビーコンフレーム６２１に記述
されたクワイエットエレメント又は複数のクワイエットエレメントはパラメータ値として
ビーコンフレーム６１１に記述されたクワイエットエレメント又は複数のクワイエットエ
レメントの値と同じ値を持つ。一変形例によれば、ビーコンフレーム６２１のクワイエッ
トエレメントの記述はビーコンフレーム６１１のクワイエットエレメント又は複数のクワ
イエットエレメントの記述とは異なっている。この変形例は例えばネットワークの変化に
従ってビーコンフレームの一以上のクワイエットエレメントによって記述されたクワイエ
ット・インターバル又は複数のクワイエット・インターバルの設定が時間経過に従って変
化される利点が有る。図６のクワイエット・インターバルを記述するパラメータに与えら
れた値は一例として示されたものであり、これらのパラメータは別な値としても良い。
【００５９】
　図７は本発明の特に有利な非限定的な実施態様に従ったシステム１の通信フレームの構
造を図表で示している。
【００６０】
　連続した３つの通信フレームＴ－１、Ｔ及びＴ＋１が夫々符号７１、７２及び７３付け
て図７に示されている。これらのフレームの各々は（番号１、２及び３を付けた）３つの
サブフレーム７４、７５及び７６を含み、各サブフレームは所定のＢＳＳのノード間にセ
ットアップされた通信に割り当てられている。第１のサブフレーム１　７４はＢＳＳ１の
ノード間にセットアップされた通信に割り当てられ、第２のサブフレーム２　７５はＢＳ
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Ｓ２のノード間にセットアップされた通信に割り当てられ、第３のサブフレーム３　７６
はＢＳＳ３のノード間にセットアップされた通信に割り当てられている。
【００６１】
　ＢＳＳ１に割り当てられたフレームＴ－１の第１のサブフレーム１の間、ＢＳＳ１のア
クセスポイント１１がアクセスポイント１１にアソシエートされたステーション１１１、
１１２及び１１３にビーコンフレーム７４１を送出（又は「アドホック」モードにおいて
ＢＳＳ１のノードがＢＳＳ１の他のノードにビーコンフレーム７４１を送出）する。アク
セスポイント１１は二つのフレーム毎にビーコンを送出する。即ち、ビーコンはフレーム
Ｔ－１　７１及びフレームＴ＋１　７３の間送出され、フレームＴの間ビーコンは送出さ
れない。アクセスポイント１１によって送出されたビーコンに対応するビーコン・インタ
ーバル１　７４１０は二つの通信フレームに等しい長さを有する。ＢＳＳ１のアクセスポ
イントとステーションとの間の通信はサブフレーム１の７４２、７４４及び７４７のタイ
ムスロットの間にセットアップされる。ビーコン・インターバル７４１０は２フレームに
等しい長さを有し、ビーコン７４１は二つのクワイエット・インターバル７４３及び７４
５の記述、即ち各通信フレームに一つの記述、を含む。クワイエット・インターバルはフ
レームＴ－１　７１及びＴ　７２それぞれのＢＳＳ２及びＢＳＳ３に夫々割り当てられた
サブフレーム２及び３の間、ＢＳＳ１のノードへのいかなる送信も禁止する。これによっ
て図５に関して記述したようにビーコンフレーム内に二つのクワイエットエレメント（又
は「クワイエット」フィールド）が存在する結果になる。一変形例によれば、クワイエッ
ト・インターバル７４３及び７４５を記述する「クワイエット」フィールドは、ビーコン
フレーム７４１の直前に送出されたビーコンフレーム内に含まれ、即ち、図７に図示され
ない通信フレームＴ－３の間に含まれ、これらの二つのクワイエットエレメントの「カウ
ンタ」パラメータの値は１であり、ビーコンフレームの次のＴＢＴＴはビーコン７４１の
送信の直前のフレームＴ－１の開始の間に送出される。この変形例によれば、ＢＳＳ２及
びＢＳＳ３に割り当てられたサブフレーム（フレームＴ＋１の）の間、ＢＳＳ１のノード
への如何なる送信も禁止するクワイエット・インターバル７４８のパラメータはビーコン
フレーム７４１内に記述される。
【００６２】
　ＢＳＳ２に割り当てられたフレームＴ－１の第２のサブフレーム２の間、ＢＳＳ２のア
クセスポイント１２はアクセスポイント１２にアソシエートされたステーション１２１及
び１２２にビーコンフレーム７５１を送出する。アクセスポイント１２は二つのフレーム
毎、即ちフレームＴ－１　７１の間及びフレームＴ＋１　７３の間、ビーコンを送出し、
フレームＴの間にはビーコンは送出されない。アクセスポイント１２によって送出された
ビーコンに対応するビーコン・インターバル２　７５１０は、二つの通信フレームに等し
い長さを有する。ＢＳＳ２のアクセスポイントとステーションとの間の通信はフレームＴ
－１、Ｔ及びＴ＋１のサブフレーム２のタイムスロット７５２、７５５及び７５９の間に
セットアップされる。ビーコン７５１は４つのクワイエット・インターバル７５３、７５
４、７５６及び７５７、即ち連続した２つのビーコン７５１及び７５８の送信の間に存在
する各サブフレームに１つずつ、の記述を含む。クワイエット・インターバルはＢＳＳ１
及びＢＳＳ３に夫々割り当てられたサブフレーム１及び３の間、ＢＳＳ２のノードへの如
何なる送信も禁止する。これにより、図５に関して記述したように、ビーコンフレーム内
に４つのクワイエットエレメント（又は４つの「クワイエット」フィールド）が存在する
結果になる。有利な方法で、クワイエット・インターバル７５３、７５４、７５６及び７
５７を記述する「クワイエット」フィールドは、ビーコンフレーム７５１の直前に送出さ
れたビーコンフレーム内に含まれ、即ち、図７に図示されない通信フレームＴ－３の間に
含まれ、これらの４つのクワイエットエレメントの「カウンタ」パラメータは値が１であ
り、ビーコンフレームの送信に続く次のＴＢＴＴはクワイエット・インターバル７５０の
終了に続きビーコン７５１に先行する時間に対応するフレームＴ－３の間に送出される。
有利な方法で、ＢＳＳ１のＴＢＴＴとＢＳＳ２のＴＢＴＴとの間の一時的オフセット（ｔ
ｅｍｐｏｒａｌ　ｏｆｆｓｅｔ）（ＴＢＴＴオフセット）は、例えば異なるＢＳＳのアク
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セスポイントを接続するネットワーク制御装置によって所定の値に強制される。この値は
ＢＳＳ１のアクセスポイントによって送出される所定のパケットとＢＳＳ２のアクセスポ
イントによって送出されるビーコンとの間で、特にＢＳＳ２のアクセスポイントのスター
トアップ時に衝突するリスクを低減するように選択される。
【００６３】
　ＢＳＳ３に割り当てられたフレームＴ－１の第３のサブフレーム３の間、ＢＳＳ３のア
クセスポイント１３はアクセスポイント１３にアソシエートされたステーション１３１及
び１３２にビーコンフレーム７６１を送出する。アクセスポイント１３は二つのフレーム
毎、即ちフレームＴ－１　７１の間及びフレームＴ＋１　７３の間、ビーコンを送出し、
フレームＴの間、ビーコンは送出されない。アクセスポイント１２によって送出されたビ
ーコンに対応するビーコン・インターバル３　７６１０は二つの通信フレームに等しい長
さを有する。ＢＳＳ３のアクセスポイントとステーションとの間の通信はフレームＴ－１
、Ｔ及びＴ＋１のサブフレーム３のタイムスロット７６２、７６５及び７６８の間にセッ
トアップされる。ビーコン７６１は二つのクワイエット・インターバル７６４及び７６６
の記述を含む。クワイエット・インターバルはＢＳＳ１及びＢＳＳ２に夫々割り当てられ
たサブフレーム１及び２の間ＢＳＳ３のノードへの如何なる送信も禁止する。この結果、
図５に関して記述されたように二つのビーコンフレーム内のクワイエットエレメント（又
は二つの「クワイエット」フィールド）が存在することになる。有利な方法で、クワイエ
ット・インターバル７６４及び７６６を記述する「クワイエット」フィールドはビーコン
フレーム７６１の直前に送出されるビーコンフレームに含まれ、即ち、図７に示されない
通信フレームＴ－３の間、これらの二つのクワイエットエレメントの「カウンタ」パラメ
ータは値が１となり、ビーコンフレームの送信に続く次のＴＢＴＴはクワイエット・イン
ターバル７６０の終了に続き、ビーコン７６１に先行する時間に対応するフレームＴ－３
の間に送信される。有利な方法で、ＢＳＳ１のＴＢＴＴとＢＳＳ３のＴＢＴＴとの間のオ
フセットは所定の値に強制されて、ＢＳＳ１のアクセスポイント又はＢＳＳ２のアクセス
ポイントによって送出される所定のパケットとＢＳＳ３のアクセスポイントによって送出
されるビーコンとの特にＢＳＳ３のアクセスポイントのスタートアップ時における衝突の
リスクを軽減するようになっている。
【００６４】
　ＢＳＳ１、ＢＳＳ２及び／又はＢＳＳ３のアクセスポイントの一つによって送信された
ビーコンフレームが時間遅れしたとき、例えば、この送信のために使用されるチャネルが
ＢＳＳによって形成されるネットワーク又は他のネットワークの他のノードとの間でビジ
ー状態で有る場合、異なるＢＳＳのクワイエット・インターバルは、これらのクワイエッ
ト・インターバルが各ＢＳＳのＴＢＴＴ各々に関連しており、ＴＢＴＴは予想された理論
的な時間であり実時間ではないため、同期されたままとなる。
【００６５】
　図８は本発明の特に有利な非限定的な実施態様による、システムの１少なくとも一つの
ノードによって実装された送信方法を示している。
【００６６】
　初期化ステップ８０の間、少なくとも一つのノードの種々のパラメータが更新される。
特に、送出すべき信号及び対応するサブキャリアに対応するパラメータは如何なる方法（
例えば、マスターノードと呼ばれるネットワークのノード、又はネットワークのアクセス
ポイント、又は制御装置、又はシステム１を代表しないサーバー、又は更に操作者の指令
によって、送出された初期化メッセージの受信に従った方法）によっても初期化される。
【００６７】
　次に、ステップ８１の間、第１のノードセットの第１のノードが第１のノードセットの
一以上のノード（第２のノード又は第２の複数のノードと称する）にクワイエット情報の
項目を送出する。このクワイエット情報の項目は第２のノードセットの一以上のノードに
割り当てられた一以上のタイムスロットの間、データ又はデータパケットの送出の禁止を
表す情報を含んでいる。有利な方法で、第１及び第２のノードセットは無線ローカルネッ
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トワークタイプのネットワークを形成する。好ましくは第１及び第２のノードセットは標
準規格ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に応じた第１及び第２の基本サービスセットＢＳ
Ｓに対応し、ＢＳＳはＥＳＳ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ）タイプのネ
ットワークを形成する。一変形例によれば、第１及び第２のノードセットは標準規格ＩＥ
ＥＥ８０２．１５に従って形成され、共にＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を形成する。他の変形例によれば、第１及び第２のノー
ドセットはＷａｖｅＬＡＮ（登録商標）タイプのネットワークを形成する。
【００６８】
　一変形例によれば、第１及び第２のノードセットは有線ローカルネットワークタイプの
ネットワーク、例えばＡＬＯＨＡｎｅｔ、ＧＮｅｔ、ＡｐｐｌｅのＬｏｃａｌＴａｌｋ、
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２．３標準規格に基づく）又はＩＴＵ－Ｔ
　Ｇ．ｈｎタイプのネットワークを形成する。
【００６９】
　有利な方法によれば、同一のセットのノードはキャリア検出によるチャネルアクセス方
法、例えばＡＬＯＨＡ、ＣＳＭＡ、ＣＳＭＡ　ＣＡ又はＣＳＭＡ　ＣＤタイプの方法を使
用して互いに通信する。好ましくは各ノードセットは、特にキャリア検出による同一のチ
ャネルアクセス方法を用いる。
【００７０】
　特に有利な実施態様によれば、第１及び第２のノードセットはインフラストラクチャモ
ードでのＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に従ってＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネッ
トワークを形成する。クワイエット情報を送出する第１のセットの第１のノードはアクセ
スポイントであり、クワイエット情報を受信する第１のセットの第２のノード又は複数の
ノードはネットワークとの如何なる通信もセットアップするアクセスポイントにアソシエ
ートされたステーションである。第１のセットのアクセスポイントによって送出されたク
ワイエット情報は第１のセットのステーションによって受信され、第１のセットのステー
ションが第２のセットに割り当てられた一以上のタイムスロットの間（通常は、ネットワ
ークの第１のセットとは異なる他のノードセットに割り当てられた一以上のタイムスロッ
トの間）に送出することを禁止する情報の項目を含む。第２のノードセットはまた第１の
セットのアクセスポイントとは異なる、第２のセットのステーション又は複数のステーシ
ョンのためのクワイエット情報の項目を送出する、アクセスポイントを含み、これらのス
テーションはネットワークとの如何なる通信もセットアップするために第２のセットのア
クセスポイントに接続されている。第２のセットのアクセスポイントによって送出された
クワイエット情報は、第２のセットのステーションによって受信され、第２のセットのス
テーションが第１のセットに割り当てられた一以上のタイムスロットの間（一般的にネッ
トワークの第２のセットとは異なる他のノードセットに割り当てられた一以上のタイムス
ロットの間）に送出することを禁止する情報の項目を含む。一変形例によれば、ネットワ
ークは３つ以上のノードセットを含み、各セットはネットワークの他のセットに割り当て
られた一以上のタイムスロットの間の送出の禁止を表す情報を送出するアクセスポイント
を含み、情報が各アクセスポイントから各アクセスポイントにアソシエートされたステー
ションに送出される。一変形例によれば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークを形成す
るノードセットは、ノードセットがアクセスポイントを含まない「アドホック」モードで
動作する。各セットの一つのノードがセットの他のノードにクワイエット情報の送出を担
当し、好ましくはクワイエット情報を送出するノードはＩＥＥＥ８０２．１１－２００７
標準規格で定義された「アドホック」モードによって定められる規則に従って時間経過に
応じて切り替えられる。他の変形例によれば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークを形
成するノードセットはメッシュモードで動作する。
【００７１】
　有利な方法で、第１のセットの第１のノードによって送出されたクワイエット情報はＩ
ＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格において定義されたようにビーコンフレームのク
ワイエットエレメント内に含まれる。好ましくはクワイエットエレメントはクワイエット
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情報を受け取る第１のセットのノード又はステーションによるクワイエット・インターバ
ルのポジショニングを可能にする特定のパラメータセットの記述を含む。パラメータセッ
トは以下のパラメータを含む。すなわち、クワイエットカウント、クワイエット周期、ク
ワイエット期間及びクワイエットオフセットである。一変形例によれば、ビーコンフレー
ムは幾つかのクワイエットエレメントを含み、各クワイエットエレメントはクワイエット
・インターバルのための特定のパラメータセットの記述を含む。この変形例は、特に通信
フレームがｎ個のサブフレーム（ｎ＞２）に分割されたとき、及びクワイエット・インタ
ーバルが所定のノードセットによってサブフレーム毎にポジショニングされなければなら
ないときに幾つかのクワイエット・インターバルをポジショニングすることを可能にする
。
【００７２】
　図９は本発明の特に有利な非限定的な実施態様によるシステム１の少なくとも一つのノ
ードによって実行される送信方法を示している。
【００７３】
　初期化ステップ９０の間、少なくとも一つのノードの種々のパラメータが更新される。
特に、送出すべき信号に対応し、サブキャリアに対応するパラメータは、如何なる方法（
例えば、マスターノードと呼ばれるネットワークのノード、又はネットワークのアクセス
ポイント、又は制御装置、又はシステム１を代表しないサーバ、又は更には操作者による
指令、によって送信された初期化メッセージの受信に従った方法）によっても初期化され
る。
【００７４】
　次に、ステップ９１の間、第１のノードセットの第１のノードは第２のノードセットに
割り当てられたタイムスロットを表す情報を受け取る。一変形例によれば、この情報を受
け取る第１のノードは第１のセットのアクセスポイントであり、第１のセットは例えばＩ
ＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に応じた第１のＢＳＳを形成する。好ましくはこ
の情報はノードセットにより形成されるネットワークの制御装置によって送出される。一
変形例によれば、この情報はノードの二つのノードセットにより形成されるネットワーク
とは異なる、例えば第１及び第２のセットの各々の各アクセスポイントを互いに接続する
、有線又は無線タイプのネットワークに属する制御装置によって送出される。好ましくは
、第１及び第２のノードセットにより形成されるネットワークの通信フレームは一時的に
ノードセットの数に等しいサブフレームに分割され、一時的サブフレームの各々は関係す
る全てのノード内の通信、セット内の通信を、所定の一時的サブフレームの間、ランダム
又はキャリア検出チャネルアクセス方法を用いてセットアップするために、異なるノード
セットに割り当てられる。一変形例によれば、ネットワーク通信フレームはｎ個のサブフ
レーム（ｎはネットワークのノードセット（又はＢＳＳ）の数より小）に一時的に分割さ
れる。この変形例によれば、幾つかのサブフレームが一つのノードセットに、又は幾つか
の別個のサブフレームが幾つかのノードセットに、このノードセット又はこれらのノード
セット内で通信をセットアップするために割り当てられる。有利な方法で、ノードセット
の各々の全てのアクセスポイントは一以上のタイムスロットのノードセットの各々への割
り当てを表す情報を受け取る。一変形例によれば、ステップ９１は実装されず、割り当て
情報は第１のセットの第１のノード（後にアクセスポイントと命名される）によって受信
されない。この変形例によれば、一時的なサブフレームの割り当て（又はタイムスロット
又は複数のタイムスロット）は例えば各ノードセットの各アクセスポイントのメモリに、
ネットワークがセットアップされるときに、ユーザ又はネットワークの制御装置によって
入力される。
【００７５】
　割り当て情報を受け取るステップの実装は通信フレームのタイムスロット（又は一時的
サブフレーム）の割り当てを所定のパラメータに従って時間経過に応じて変化させること
ができる利点が有り、所定のパラメータは例えば以下の通りである。
　－セットのアクセスポイントにアソシエートされたステーションの数。割り当てられた
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サブフレームの期間は例えば対応するセットのステーションの数に直接的に比例する。
　－セット内で交換されるデータのタイプ（ビデオ、音声、等）。その中でノードがビデ
オデータを送信又は受信するセットについては割り当てられたサブフレームの期間は大で
ある。
【００７６】
　次に、ステップ９２の間、第１のノードセットの第１のノードが一時的同期を表す情報
を受け取る。この情報はノードセットを互いに同期させる（例えば共通クロックを異なる
ノードセットのアクセスポイントに同期させることにより）ことができ、共通のタイムベ
ースに対応する。一変形例によれば、この情報は各ノードセットのＴＢＴＴを指定する情
報を含む。好ましくは、この情報ネットワークを生成するノードセットの各々のアクセス
ポイントによって受信される。この情報は異なるノードセットのアクセスポイントの各々
が互いに完全に同期し、所定のノードセットによるデータの送信が他のノードセットのク
ワイエットに正確に一致し、異なるノードセットに属するノードによって送出されたデー
タ又はデータパケットの衝突を防止することを可能にするものである。好ましくは同期情
報を含む信号がネットワークの制御装置又はノードセットによって形成されるネットワー
クとは異なる有線又は無線の他のネットワークの制御装置によって送出される。一変形例
によれば、この信号はネットワークのアクセスポイントによって送出される。好ましくは
、この信号はネットワークのアクセスポイント間の同期が最善であることを確実にするた
めに周期的に送出される。一変形例によれば、同期情報を含む信号は周期的に送出されず
、アクセスポイントの要求に従って送出される。有利な方法で、同期情報を含みアクセス
ポイントによって受信される信号はまたネットワークのノードセットへのタイムスロット
の割り当て情報も含む。一変形例によれば、同期情報を含む信号は割り当て情報を含む信
号とは異なり、例えば異なる周期で送出される。
【００７７】
　一変形例によれば、ステップ９２は実装されず、同期情報は第１のセットのアクセスポ
イント、又はネットワークの他のセットのアクセスポイントによって受信されない。この
変形例によれば、アクセスポイントは例えばネットワークの制御装置によりこれらのアク
セスポイントのセットアップの際に互いに同期化される。好ましくはアクセスポイント同
士の正しい同期の検証はアクセスポイントの管理インターフェースを介してユーザによっ
て定期的に実行される。
【００７８】
　最後に、図８に関して説明されたものと同様のステップ８１の間に第１のセットのアク
セスポイントはアクセスポイントにアソシエートされた第１のセットのステーション又は
複数のステーションにクワイエット情報の項目を送出し、ネットワークの他のノードセッ
トに割り当てられたタイムスロット又は複数のタイムスロットの間にこれらのステーショ
ンが送出することを禁止する。このステップは図８に関して既に記述されており、ここで
は再度記述しない。
【００７９】
　図１０は本発明の特に有利な非限定的な実施態様による、システム１の少なくとも一つ
のノードによって実行される受信方法を示している。
【００８０】
　初期化ステップ１００の間、ノードの種々のパラメータが更新される。特に、送信又は
受信すべき信号に対応し、対応するサブキャリアに対応するパラメータは如何なる方法（
例えば、ノード又はアクセスポイント又はシステム１を代表しないサーバ、更に又は操作
者の指令によって送出された初期化メッセージの受信に従って）によっても初期化される
。
【００８１】
　次に、ステップ１０１において、第１のノードセットの一以上の第２のノード（以下ス
テーションと称する）が第１のノードセットの第１のノード（以下アクセスポイントと称
する）によって送出されたクワイエット情報の項目を受信する。一旦情報が受信され復号
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化されると、第１のセットのステーションが第２のノードセットに割り当てられた一以上
のタイムスロットの間、データ又はデータパケットの如何なる送信も禁止する。そのよう
な他のノードセットの通信に割り当てられたタイムスロットの間のデータ送出の禁止によ
って、とりわけ、例えば二つの異なるセットの二つのアクセスポイントによって送出され
たデータ又はデータパケットであって、他のアクセスポイントによってカバーされる領域
内のアクセスポイントを除くアクセスポイントの一つにアソシエートされたステーション
により受信されるデータ又はデータパケットの衝突が防止される。好ましくは、異なるノ
ードセットによって形成されるＷｉ－Ｆｉタイプネットワークにおいて、かかるクワイエ
ット情報はＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に準拠してビーコンフレームの一以
上のクワイエットエレメントに含まれる。ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に準
拠し、ＤＦＳスペクトラムマネージメントをサポートするステーションは、かかるクワイ
エットエレメントを復号し、このクワイエットエレメントに含まれるパラメータを解釈す
ることが可能であり、他のノードセットに割り当てられたタイムスロット又は複数のタイ
ムスロットの間、データを送出しないことが可能である。ＩＥＥＥ８０２．１１－２００
７標準規格に準拠しないか又はＤＦＳをサポートしないステーション、特にＩＥＥＥ８０
２．１１ｈ標準規格に準拠しないステーションは、かかるクワイエットエレメントを復号
することはできないけれども、特にアクセスポイントが２．４ＧＨｚ周波数帯域で送信し
ている場合、クワイエット情報を送出しているアクセスポイントにアソシエートすること
が可能である。これらの非準拠ステーションはクワイエット情報を無視し、他のノードセ
ットの通信に割り当てられたタイムスロットの間に送信する可能性が有り、パケット衝突
のリスクが僅かに上昇する。ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に準拠して、５．
４ＧＨｚ周波数帯域を使用してデータを送出し受信するセットのノード（ステーション及
びアクセスポイント）は、デフォルトでＤＦＳ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）プロシージャをサポートしており、それによってビーコンフレーム
に含まれるクワイエットエレメントを復号化することができる。
【００８２】
　図１１は本発明の特に有利な非限定的な実施態様による、システム１の少なくとも一つ
のノードによって実行される受信方法を示している。
【００８３】
　初期化ステップ１１０の間、ノードの種々のパラメータが更新される。特に、送信すべ
き又は受信すべき信号及び対応するサブキャリアに対応するパラメータは如何なる方法（
例えば、他のノード又はアクセスポイント又はシステム１を代表しないサーバ又は、更に
は操作者の指令によって送出された初期化メッセージの受信従った方法）によっても初期
化される。
【００８４】
　次に、ステップ１０１の間、図１０に関して記述されたステップ１０１と同一であるた
め詳述していないが、第１のノードセットの一以上のノードは、第１のセットの第１のノ
ードから、一以上の第２のノードセットに割り当てられた一以上のタイムスロットの間の
送出の禁止を表すクワイエット情報を受け取る。
【００８５】
　最後に、ステップ１１１の間、クワイエット情報を受信して復号化したステーション又
は複数のステーションが、受信したクワイエット情報に応じて一以上のネットワーク割り
当てベクトルＮＡＶをポジショニングする。ビーコンフレームのクワイエットエレメント
内に含まれるクワイエット・インターバルを記述するパラメータ、例えばクワイエット・
インターバルの持続時間及びそのスタートタイム（ＴＢＴＴ（Ｔａｒｇｅｔ　Ｂｅａｃｏ
ｎ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）に対して設定される）、クワイエット・イン
ターバルの周期性、その中にクワイエットエレメントがポジショニングされるビーコン・
インターバル、に従って、通信フレームにおいてＮＡＶがクワイエット・インターバルに
完全に対応するようにポジショニングされ、それゆえ、如何なるデータもＮＡＶをポジシ
ョニングしたステーションに送出されることが防止される。幾つかのクワイエットエレメ
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トによって送出されたビーコンフレームに含まれる場合、ステーションはクワイエットエ
レメントの各々のためにＮＡＶをポジショニングし、それゆえ、ポジショニングされたＮ
ＡＶは対応するクワイエットエレメントに記述されたように如何なるデータもこれらのス
テーションに送出されることが防止されるパラメータを有することになる。
【００８６】
　本来、本発明は上に記述された実施態様に限定されない。
【００８７】
　特に、本発明はＩＥＥＥ８０２．１１－２００７標準規格に従ったＷｉ－Ｆｉ（登録商
標）タイプのネットワークに限定されず、部分的にランダムタイプのチャネルアクセス方
法を実装した如何なる有線又は無線ネットワークにも拡張される。
【００８８】
　本発明はまた、本発明の実施態様に従って記述された送信方法に従ってクワイエット情
報の項目を送出するノード又はアクセスポイントにも適用される。本発明はまた、本発明
の実施態様に従って記述された受信方法に従ってクワイエット情報の項目を受信するノー
ド又はステーションにも適用される。
【００８９】
　有利な実施態様によれば、各ノードセットのアクセスポイントは例えば２．４ＧＨｚバ
ンド又は５ＧＨｚバンドにおけるライセンスフリー周波数帯域において送信する。有利な
方法で、ライセンスフリー周波数帯域で通信するノードセットのノードはレーダー検出プ
ロセスを実装することが可能である。
【００９０】
　有利な方法によれば、クワイエット情報の項目を送出する各アクセスポイントはクワイ
エット情報に記述されたタイムスロット又は複数のタイムスロットの間、如何なる送信も
禁止する。
【００９１】
　一変形例によれば、例えばＢＳＳによって形成されるネットワーク（ＥＳＳと称する）
に属する他のノードセット又はＢＳＳ又は属さない他のノードセット又はＢＳＳの検出の
ために、アクセスポイントはアクセスポイントにアソシエートされ、クワイエット情報に
おいて特定されるタイムスロット又は複数のタイムスロットの間に測定を行うステーショ
ンにクワイエット情報の項目を送出する。
【００９２】
　有利な方法で、ネットワーク（又はＥＳＳ）を形成する全てのノード（又はＢＳＳ）の
セットは同一のチャネルアクセス方法及び同一の通信プロトコルを使用する。
【００９３】
　一変形例によれば、ノードの一つが測定、例えばレーダー干渉検出測定、を行うことを
可能にするために全てのノードセットの全てのノードが送出を禁止される一以上のタイム
スロットが有る。他の変形例によれば、例えばサービス品質無しのストリームが送出され
る場合に、全てのセットの全てのノードが送出を承認される一以上のタイムスロットが有
り、予約スロットは衝突のリスク及びデータの消失が制限されなければならないサービス
品質を有するストリームのために使用される。
【００９４】
　他の変形例によれば、ネットワークのノードセットによって使用されるチャネルアクセ
ス方法はＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）又
はＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）タイプの方法である。
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【図１０】

【図１１】



(24) JP 2013-504277 A 2013.2.4

10

20

30

40

【国際調査報告】



(25) JP 2013-504277 A 2013.2.4

10

20

30

40



(26) JP 2013-504277 A 2013.2.4

10

20

30

40



(27) JP 2013-504277 A 2013.2.4

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

(72)発明者  パトリック　フォンテーヌ
            フランス　３５５１０　セソン　セヴィニェ　アベニュー　ド　ベル　フォンテーヌ　１　テクニ
            カラー　アール　アンド　ディー　フランス内
(72)発明者  シャーリーン　ググエン
            フランス　３５５１０　セソン　セヴィニェ　アベニュー　ド　ベル　フォンテーヌ　１　テクニ
            カラー　アール　アンド　ディー　フランス内
(72)発明者  ルノー　ドーア
            フランス　３５５１０　セソン　セヴィニェ　アベニュー　ド　ベル　フォンテーヌ　１　テクニ
            カラー　アール　アンド　ディー　フランス内
Ｆターム(参考) 5K067 AA03  BB21  CC04  DD17  DD27  DD51  DD57  EE02  EE10  EE35 
　　　　 　　        EE71  FF05 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

